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第 5 章 アンケート調査からの課題抽出 
 

5.1. 認知度の向上 
5.1.1. 一般発売の認知度 
イベントアンケート結果より、一般発売に関する認知度は、80%以上を越えていた。また、
ＥＶの購入検討を行う人は少数であるが、情報を検索・収集しようと思う人が多く、CMや
ホームページによる情報提供が今後の更なる認知度向上へつながると考えられる。 
 

Q.ＥＶが一般に発売されることを知っていましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.1 認知度 一般発売 

 

Q.ＥＶに対する興味や購入意欲ついて、お答えください？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.2 ＥＶに対する興味・購入意向 
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5.1.2. 試乗による車両性能の認知 
 今回のイベントにおいて、ＥＶのイメージを試乗前後でアンケートしたが、いずれも試乗

後の満足度が高い結果となった。また、試乗後の利用意向も上昇する結果が得られた。 

 これらの結果より、今回のような試乗イベントやカーシェアリング・レンタカーなどにお

いて、実際に体験し、車両性能を認知していただくことが、興味や購入意向向上へのきっか

けとなると考えられる。 

（1）ＥＶ試乗前後のイメージの変化 

Q. ＥＶの性能に関して、試乗前に持っていたイメージと試乗後に感じたイメージをお答え

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.3 ＥＶ試乗前後のイメージの変化：性能 

 
Q. ＥＶの購入意向や利用意向に関して、試乗前に持っていたイメージと試乗後に感じた意

向をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.4 ＥＶ試乗前後のイメージの変化：購入意向・利用意向 
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（2）ＥＶカーシェアリング利用前後のイメージの変化 

 

Q.ＥＶの性能に関して、利用前に持っていたイメージと、利用した後に感じた満足度をお

答えください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.5 ＥＶカーシェアリング利用前後の満足度の変化：性能 
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5.2.  ＥＶ購入検討においての懸念事項 
 今後のＥＶ普及においては、以下の懸念事項（今回のイベントアンケートにおいて、ＥＶ

購入検討においての懸念事項）への対応が必要である。 

 

Q.ＥＶの購入を検討する場合、どのような懸念事項がありますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.6 ＥＶを購入検討する場合の懸念事項 
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5.2.1 購入価格 
 
現在発売されているＥＶの車両本体価格は、約 400 万円であり、補助金を減じても 280

～330万円である。（※電気自動車の購入には、減税制度や補助金制度がある。） 
 今回のイベント開催時のアンケート結果より、価格感度測定法（2.8 章 p.2-90 参照）を
使用し算出した許容金額帯は 156～310万円であり、補助金制度を含め、車両価格の調整が
課題である。 
 
三菱自動車 

「ｉ-ＭｉＥＶ（アイ・ミーブ）」 

車両本体価格：398万円 

【Ｈ22 年度補助金：114 万円】 

日産自動車 

｢リーフ｣ 

 

車両本体価格：376万円～406万円 

【Ｈ22 年度補助金： 78 万円】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

図 5.7 価格感度測定法を用いた許容金額帯（P1 と P4 の間の価格帯） 
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5.2.2 充電施設 
 
ＥＶはガソリン車に比べ航続距離が 160ｋｍ～200ｋｍ程度と短く、充電施設が少ないこ

とを懸念する人が 60% とのアンケート結果であった。  
また、今回のカーシェアリングアンケートにおいて、安心してＥＶを利用できる充電施設

設置間隔を質問した結果、約 80%の利用者が 50ｋｍ以内の設置を望んでいる。これは、車
両の航続距離が伸びれば、設置間隔も伸びると思われる。 

 
Q.充電設備がどれくらいの間隔で設置されていれば安心して利用できますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.8 安心な充電設備設置間隔 

 
（1）希望設置箇所【利用者側】 

 イベントアンケートより、利用者が望む充電施設設置箇所は、道路沿線の施設数が多いガ

ソリンスタンドやコンビニエンスストア、道路の休憩施設である SA・PA や道の駅の回答が

多く、利用施設である商業施設・観光施設・公共施設・駐車場への要望も見られた。 

 

Q.ＥＶの充電施設は、どのような場所にあるのが望ましいですか？（上位 5つ選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.9 充電設備設置希望箇所 
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（2）充電施設の一般開放に関して【設置側】 

 充電インフラ整備設置意向アンケートでは、現在検討している市町村、道の駅、企業はほ

とんどなく、設置場所・設置費・補助金、支援金などの制度・維持管理・課金システムなど

の懸念事項が明確にならないと検討まで至らない結果であった。 
 
Q.充電インフラが十分に整備されるまでの期間、ＥＶ用充電設備の一般開放について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5.10 充電設備の一般開放に関して（設置側） 
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 ・企 業：パーク 24 株式会社札幌営業所 
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（3）現状の充電施設配置 

 北海道には現在 161箇所の充電施設が設置されている。そのうち 63件（39％）は札幌に
集中している。 

表 5.1 充電施設設置市町村 

 充電施設数 

札幌市 63箇所 
旭川市 8箇所 
苫小牧市 7箇所 
帯広市、室蘭市 6箇所 
小樽市、岩見沢市 5箇所 
江別市、千歳市、函館市 4箇所 
砂川市、稚内市、斜里町 3箇所 
釧路市、北見市、滝川市、伊達市、倶知安町、ひだか町 2箇所 
他 28市町村 1箇所 
47市町村 161箇所 

※2011.3.11現在  
 
 また、市町村および道の駅へのアンケート調査で、緊急時において、既存の充電コンセン

トからの給電に協力可能と回答した箇所数は 15箇所となっている。 
 

表 5.2 給電協力可能箇所 

市町村 道の駅 

小樽市役所 うらほろ（浦幌町） 

北斗市役所 うりまく（鹿追町） 

芦別市役所 コスモール大樹（大樹町） 

佐呂間町役場 風Ｗとままえ（苫前町） 

下川町役場 森と湖の里ほろかない（幌加内町） 

本別町役場 オーロラタウン 93 りくべつ（陸別町） 

利尻富士町役場 とうや湖（洞爺湖町） 

 阿寒丹頂の里（釧路市） 

７箇所 ８箇所 

※2011.3.11現在  
 

表 5.3 充電器種別での設置箇所数 

 開放 開放予定 開放未定 合計 

急速充電施設 25箇所 3箇所 2箇所 30箇所
２００Ｖ 127箇所 0箇所 2箇所 129箇所
１００Ｖ 2箇所 0箇所 0箇所 2箇所

既存コンセント協力可能 15箇所 － － 15箇所
全道 合計 169箇所 3箇所 4箇所 176箇所

札幌市内の箇所数内訳  
急速充電施設 4箇所 0箇所 2箇所 6箇所

２００Ｖ 56箇所 0箇所 1箇所 57箇所
１００Ｖ 0箇所 0箇所 0箇所 0箇所

既存コンセント協力可能 0箇所 － － 0箇所

札

幌

市

内 
札幌市内分合計 60箇所 0箇所 3箇所 63箇所

※2011.3.11現在  
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図 5.11 全道ＥＶ充電箇所マップ 
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図 5.12 ＥＶ充電_既存コンセント協力可能箇所 
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図 5.13  ＥＶ充電_100V 充電器設置箇所 
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図 5.14 ＥＶ充電_200V 充電器設置箇所 
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図 5.15 ＥＶ充電_急速充電器設置箇所 
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表 5.4 全道ＥＶ充電箇所一覧表(1) 
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表 5.5 全道ＥＶ充電箇所一覧表(2) 
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表 5.6 全道ＥＶ充電箇所一覧表(3) 
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5.2.3 航続距離 
 

今回、カーシェアリングおよびイベント車両走行 DATA より算出した電費やこれを基に
算出した航続距離は、表 5.7のとおりであり、走行条件によって差異が見られた。 
厳しい寒冷期の条件の割に「遠乗 DATA」については、カタログ値（10・15モード）に

近い航続距離が得られたが、「街乗 DATA」の場合は、カーシェアリングという比較的短ト
リップ（１回の平均走行距離 4.0km）の利用形態であったこともあり、その半分程度の航
続距離となった。また、エアコンの有無による影響も 10%強見られた。 
アンケート調査（図 5.16）では、200km以上の航続距離を望む声が多いことから、航続

距離を伸ばす開発や運転の工夫が、今後のＥＶ普及に向けて必要と考えられる。 
また、外気温別電費（街乗 DATA）散布図（図 5.17, 図 5.18）において、外気温が下が
ると電費【航続距離】が低下する傾向も見られ、北海道での普及に関しては、寒冷地への対

応も急務と考えられるが、一方で北海道は、その課題解決に向けた実証を行う適地ととらえ

ることができる。 
 

表 5.7 ＥＶ車両走行 DATA：街乗・遠乗 

駆動用バッテリー総電力量 16KWh 

航続距離：カタログ値（10・15 モード） 160ｋｍ 

走行条件 街乗DATA 遠乗DATA 

エアコン無 3.7 km/KWh 
電費 

エアコン有 3.3 km/KWh 
8.45km/KWh 

エアコン無 59.2ｋｍ 
実走行 DATA 

航続距離 
エアコン有 52.8ｋｍ 

135.2ｋｍ 

  ※街乗 DATA：2009.11～2011.1カーシェアリング DATAを集計（走行回数 654回、1回の平均走
行距離 4.0km） 

  ※遠乗 DATA：2011.2 ＥＶキャラバンにおける長距離走行（10km以上）DATAのみを集計（走行
回数 4回、1回の平均走行距離 37.0km） 

※車両計測 DATAは、三菱「i－MiＥＶ」を使用 
 
【参考】P.2-73より引用 
Q.航続距離が何㎞以上だと購入を検討しますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.16 購入検討する際の航続距離 

 

・航続距離 200ｋｍ以下で購入検討する人が約 20%。 

・約半数が航続距離 300ｋｍで検討するという結果であった。 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

件数

200ｋｍ以下 201～300ｋｍ 301～400ｋｍ 401～500ｋｍ

501ｋｍ以上 未回答



 5-18

外気温別電費（街乗 DATA）散布図 

 

1）エアコン無（平均電費：3.7km/h） 
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図 5.17 外気温別電費（エアコン無） 

 

 

 

2）エアコン有（平均電費：3.3km/h） 
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図 5.18 外気温別電費（エアコン有） 

 

 

電費（ｋｍ/ＫＷｈ） 

外気温 

外気温 

電費（ｋｍ/ＫＷｈ） 
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5.2.4 充電時間 
ＥＶは 100％電気で走行するため充電が必要である。現在、充電には、「急速充電」と「普

通充電」の 2 種類の方法があり、メーカーカタログ値によると普通充電で 7 時間、急速充
電で 30分の時間を要する。 
また、車両 DATA より実際の充電効率を外気温別にまとめると、外気温が低い場合充電
効率が低下する傾向が見られる。北海道での普及に関しては、充電器の寒冷地への対応も急

務であると考えられるが、航続距離の問題と同様に、北海道はその課題解決に向けた実証を

行う適地ととらえることができる。 
 

表 5.8 充電時間（カタログ値） 

駆動用バッテリー総電力量 16KWh 

100V 14 時間 普通充電 

（100％） 200V 7 時間 
カタログ値 

急速充電 

（80％） 

三相 

200V 
30 分 

 
 

表 5.9 外気温別充電効率（実測 DATA） 

外気温 
普通充電 

（100％） 

急速充電 

（80％） 

-10～0 9.1 時間 108.5 分 

0～15 7.4 時間 73.5 分 

15～30 6.4 時間 45.6 分 
                  ※2009.11～2011.1カーシェアリング DATAを集計 
 
【参考】P.2-74より引用 
Q.ＥＶの充電がどのくらいで終わるのが望ましいですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.19 望ましい充電時間 

 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

件数

0分～15分 16分～30分 31分～1時間

1時間1分～2時間 2時間1分～3時間 3時間1分～4時間

4時間1分～5時間 5時間1分以上 未回答
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参考）外気温別充電効率（実測 DATA）散布図 

 

1）一般充電 
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図 5.20 外気温別充電効率散布図（一般充電） 

 

 

 

2）急速充電 
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図 5.21 外気温別充電効率散布図（急速充電） 

 

 

充電効率（％／1ｈ） 

充電効率（％／1ｈ） 

外気温 

外気温 

※外気温が低いエリアに低効率が分布している 

※外気温が低くなるにつれ、低効率が多い 
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5.2.5 アンケートフリーアンサーより意見を抜粋 
（1）イベントアンケート 

意見 件数 

航続距離を伸ばしてほしい、航続距離に不満 

（北海道は都市間移動距離が長いため、冬場も想定） 
31 

価格が下がれば購入したい、普及すると思う 25 
充電施設の充実希望 18 
静かさ、加速性能のよさに驚き 16 
充電時間の短縮化希望 10 
普及を望む、いずれ乗りたい、開発を希望 9 
車種の増加を希望 7 
静かで乗り心地よい 7 
カーシェアリングやレンタカーで気軽に使える、使いたい 6 
寒冷地でのバッテリーへの不安あり 5 
ＥＶに一度乗ってみたい、試乗会増やして欲しい 4 
4WD を望む 4 
自宅で充電できると良い 2 
補助金の維持が必要、国の方向性も重要 2 
ガソリンスタンドに急速充電器が欲しい 2 
充電・燃費への不安 2 
静か過ぎて事故が心配、歩行者への安全性 2 
電気とガソリンの切り替えが出来たら良い 2 
充電池の性能向上希望 1 
ＥＶ車の性能向上希望 1 
積雪・凍結路面での走行実験実績が必要 1 
タクシーがＥＶになれば乗り心地がよさそう 1 
ＥＶに充電する電気の CO2 排出量に興味有 1 
走りながら充電できるシステムが拡充すると良い 1 
自宅での充電は面倒 1 
北海道の冬を考えると普及は難しい 1 
買い物時に充電できると良い 1 
道の駅に充電器が必要と思う 1 
加速力は今のままで十分 1 
充電中のセキュリティが不安 1 
カーシェアリングの利用者を増やすことが重要と思う 1 
観光施設に充電設備を設けて送迎につかっては？ 1 
公共バスに導入されると良いと思う 1 
購入金額安いと考える。 1 
試乗車を運転しないと性能は分からない 1 
少し寒いと思った 1 
冬に動けなくなった時のヒーターの持ち時間が不安 1 
違う車種にも試乗したい 1 
町中利用は良くても遠出には不安 1 
排気ガスの臭いが無いのが良い 1 
一人乗り用の車を開発して欲しい（自転車感覚で） 1 
もう少し様子を見て購入を検討したい 1 
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（2）充電インフラアンケート 

意見 市町村 道の駅 一般企業 計 

課金システムの整備が必要 4件 3件 3件 10件 
企業主体の整備が必要（GS,ディーラー、北電など） 2件 6件  8件 
北海道では車両、充電設備の性能アップが必要 1件 1件 4件 6件 
積雪・寒冷地での耐久性に不安 3件  2件 5件 
国・行政での対応が必要 1件 4件  5件 
国が全面的に推進しないと普及しない 1件   1件 
北海道で普及するにはインフラ整備が重要 2件 2件 1件 5件 
車両価格が高い  1件 3件 4件 
積雪地では 4ＷＤ車のＥＶ、ＰＨＶ車が必要   4件 4件 
充電設備や車両等についての詳しい情報が必要 1件  2件 3件 
充電用駐車スペースの確保が必要になる  1件 2件 3件 
充電時間が長い  1件 1件 2件 
航続距離が短い 1件 1件  2件 
ＥＶ・ＰＨＶ車の性能の良・悪を知りたい 1件  1件 2件 
充電設備の低価格化を希望  2件  2件 
充電設備の管理を懸念（充電待ち、イタズラ等）  1件 1件 2件 
設置する為の予算が厳しい  2件  2件 
バッテリーの寿命がどのくらいなのか不安 1件   1件 
マンション等にＥＶの充電ステーションを設置 1件   1件 
売電できる法令整備を早急に行うべき  1件  1件 
充電待ちができるのではないか心配   1件 1件 
充電方法施設の規格の統一 1件   1件 
先ずは中核都市での整備や、港湾・空港所在 
自治体での整備が先決 1件   1件 

 
（3）カーシェアリングアンケート 

意見 件数 
北海道で普及するにはインフラ整備が重要 3件 
積雪地では 4ＷＤ車のＥＶ、ＰＨＶ車が必要 2件 
音が静かすぎて歩行者が気づかない時がある 2件 
マンション等にＥＶの充電ステーションを設置 1件 
車両価格が高い 1件 
北海道では車両、充電設備の性能アップが必要 1件 
操作性や加速性能は大変満足 1件 
カーシェアリングは商業施設や自治体を中心にもっと普及すべき 1件 
バッテリー容量が心配 1件 
充電方法が良くわからない 1件 
病院の送迎車やケアサービスなどに普及したらよいと思う 1件 
急な充電が必要なときの乾電池のような仕組みがあるとよい 1件 
詳しい情報が必要 1件 
充電ケーブルがもっと軽くて扱いやすいとうれしい 1件 
充電方法が良くわかりませんでした 1件 
急速充電器の使い勝手が悪い 1件 
安価（電気代）で使いよい中速充電器の普及を期待する 1件 
音や臭いがなく体調の悪いときに体にやさしかった 1件 
実際に利用する時の操作やメンテナンスについて、もっと情報が欲しい 1件 
バッテリー容量の増加や消費電力を抑える技術の向上を待ちたい 1件 

 


